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　遺跡や遺物などの埋蔵文化財は、「土地に刻まれた歴史」とも

いわれるように、郷土の成り立ちと文化を理解するうえで欠くこ

とのできない貴重な遺産です。肥沃な善光寺平の中央部に位置す

る長野市においては、その悠久の歴史を物語るように、現時点で

７００箇所を超える遺跡が周知されていますが、各種の開発事業に

伴って現状での保存が困難となったものについては事前に発掘調

査を実施し、記録保存という形で後世に伝えていく手段がとられ

ています。

　ここに長野市の埋蔵文化財第１２５集として刊行いたします本書

は、市道柳原東西線道路改良事業及び柳原総合市民センター建設

事業に伴って実施いたしました一連の埋蔵文化財発掘調査の報

告書であります。発掘調査は、両事業の用地取得及び工事スケ

ジュールに合わせて、平成１５年度から１９年度まで断続的に実施さ

れ、河川跡など予想外の発見も含む貴重な遺構と遺物が出土する

こととなりました。その成果を永く保存するとともに広く公開す

ることを目的とし、本書にその記録を所収してここに公刊するも

のであります。地域史解明の一助として、多くの皆様にこの調査

成果をご活用いただければ幸いに思います。

　最後になりましたが、埋蔵文化財保護に対する深いご理解とご

協力を賜りました関係各位並びに、発掘作業に際して多大なご尽

力をいただきました地元の皆様に厚く御礼申し上げます。

  平成２２年３月

長 野 市 教 育 委 員 会

教育長　　堀 内 征 治



例　言

１　本書は、長野市が施行する「市道柳原東西線（柳原２０２号線）」道路改良事業及び「柳原総合市民センター」

建設事業に先立ち、記録保存を目的として平成１５年度から１９年度にかけて実施した埋蔵文化財発掘調査の報告

書である。

２　発掘調査の実施については、起因となった両事業を主管する建設部道路課及び教育委員会生涯学習課と、埋

蔵文化財保護を主管する教育委員会埋蔵文化財センターとが協議調整し、発掘調査に関する直接の業務は埋蔵

文化財センターが担当した。

３　両事業に伴う発掘調査の所在地と遺跡名は次のとおりである。また、発掘調査の位置と範囲を限定するた

め、遺跡名に付して地点名（起因事業名）を使用することとする。本書及び遺物注記等に用いた各々の略記号

は次のとおりである。

起因事業名（＝地点名） 所　在　地 遺　跡　名 略　記　号

「市道柳原東西線」道路改良
大字小島字三ツ家沖８０４－４他 水内坐一元神社遺跡 ＫＹＭＯ－Ⅲ

大字柳原字宮北２２６０－２０他 中俣遺跡 ＫＹＮ－ＭＫ

「柳原総合市民センター」建設 大字小島字三ツ家沖８２２－３他 水内坐一元神社遺跡 ＫＹＭＯ－ＹＣ

４　調査年別の調査期間及び調査面積は次のとおりである。また、報告書作成へ向けての本格的な整理作業は平

成１９～２０年度に実施した。

調査年 遺跡・地点名 略記号 区 調査期間 調査面積

平成１５年
（２００３年）

水内坐一元神社遺跡
  市道柳原東西線地点

ＫＹＭＯ－Ⅲ
Ａ

２００３．１０．８～１２．１９
７９０㎡

Ｄ ３４０㎡

平成１６年
（２００４年）

水内坐一元神社遺跡
  市道柳原東西線地点

ＫＹＭＯ－Ⅲ
Ｂ

２００４．３．１５～６．１８
２３０㎡

Ｃ ５４０㎡

平成１８年
（２００６年）

中俣遺跡
  市道柳原東西線地点

ＫＹＮ－ＭＫ ２００６．１１．１４～１２．１５ １９０㎡

平成１９年
（２００７年）

水内坐一元神社遺跡
  柳原総合市民センター地点

ＫＹＭＯ－ＹＣ ２００７．１０．５～１２．４ １，４２０㎡

５　本書での資料提示の要領は次のとおりとした。

・調査概要として、Ⅲ章で調査地点と検出遺構の概要をまとめた。

・遺構について、Ⅳ章で個別に記述し、実測図、写真及び一覧表を掲載した。

・遺物について、Ⅴ章で個別に記述し、実測図、写真及び一覧表・観察表を掲載した。

６　出土遺物及び調査に係る諸記録は、長野市教育委員会（埋蔵文化財センター担当）で保管している。
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Ⅰ　調査経過

１　調査の契機

【市道柳原東西線（柳原２０２号線）道路改良事業】

　市内東部の柳原地区においては、狭隘となっていた支所及び公民館の移転計画にあわせ、平成８年度に大字小

島字三ツ家沖に市営柳原体育館が建設されるとともに、一帯の公共用地取得がすすめられた。また、これらの複

合施設へのアクセスを確保すべく、幅員１２ｍ、延長２６０ｍの市道柳原東西線の新設が計画され、平成１５年度から

工事が開始される運びとなった。一帯は小島・柳原遺跡群の中の水内坐一元神社遺跡範囲内に位置し、既に市営

柳原体育館の建設に際して発掘調査が実施されていたこともあり、埋蔵文化財の包蔵がほぼ確実と判断される区

域に属していた。このため、着工に際しては記録保存のための発掘調査を実施する方向で協議がすすめられ、平

成１５年５月付けで土木工事等のための埋蔵文化財発掘の通知書（文化財保護法第５７条の３第１項）を長野県教育

委員会宛に提出。同月に試掘による予備調査を実施して発掘調査計画を策定し、以降工事の進捗状況と調整しな

がら平成１８年度までの４ヵ年間のなかで順次調査を進める計画とし、１０月に本調査に着手した。

【柳原総合市民センター建設事業】

　件の柳原支所及び公民館の移転計画には、市内東部地区が共用できる文化ホール等の併設案が追加され、平成

２１年度完成を目指す柳原総合市民センター建設事業として具体化された。まずは平成１９年度に駐車場を含めた施

設敷地１７，０００㎡の造成工事が開始される運びとなり、同年４月に試掘による予備調査を実施して発掘調査計画を

策定し、施工によって埋蔵文化財の掘削・損壊のおそれがある範囲を対象として、年度内に記録保存のための発

図１　発掘調査の位置（１：２，５００）

水内坐一元神社遺跡

柳原総合市民センター（KYMO-YC）

（KYN-MK）

中俣遺跡

A区B区C区

市道柳原東西線（KYMO-Ⅲ）

D区

平成15年度調査 平成16年度調査 平成18年度調査 平成19年度調査
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掘調査を実施する計画とした。予備調査の結果、敷地内の全域において埋蔵文化財包蔵が予想されたものの、発

掘調査の対象は市民センター本体の建物範囲２，０００㎡に限定し、駐車場等のその他の範囲については盛土造成す

ることによって地下遺構を保護し、現状保存を図る計画とした。９月付けで土木工事等のための埋蔵文化財発掘

の通知書（文化財保護法第５７条の３第１項）を長野県教育委員会宛に提出し、１０月に本調査に着手した。

発掘調査地周辺の空中写真（東より）

水内坐一元神社

市民体育館地点

市民センター地点

柳
原
東
西
線
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２　調査の経過

調査年度 遺跡・地点名 略記号 区 調査期間

平成１５年度 水内坐一元神社遺跡・市道柳原東西線地点 ＫＹＭＯ－Ⅲ
Ａ・Ｄ
Ｃ

２００３．１０．８～１２．１９
２００４．３．１５～３．２６

平成１６年度 水内坐一元神社遺跡・市道柳原東西線地点 ＫＹＭＯ－Ⅲ Ｂ・Ｃ ２００４．４．５～６．１８

平成１８年度 中俣遺跡・市道柳原東西線地点 ＫＹＮ－ＭＫ ２００６．１１．１４～１２．１５

平成１９年度 水内坐一元神社遺跡・柳原総合市民センター地点 ＫＹＭＯ－ＹＣ ２００７．１０．５～１２．４

水内坐一元神社遺跡・市道柳原東西線地点

【平成１５年度】

１０月８日　Ａ区、重機による表土除去を開始。

１０日　作業員による遺構検出に着手。

２３日　Ｄ区、重機による表土除去を開始。

２９日　Ｄ区、Ａ区と平行して遺構検出に着手。

３０日　Ａ区、遺構測量。

１１月６日　Ａ区、空中写真撮影。

１０日　柳原公民館主催による遺跡見学会。

  Ａ区、埋没河川について、自然科学分析を

目的とした土壌のボーリング調査を実施。

１２日　Ｄ区、遺構測量。

１４日　Ａ区、調査に係る現地作業を終了。

１２月４日　Ｄ区、遺構測量。

１７日　Ｄ区、遺構測量。

１９日　Ｄ区、調査に係る現地作業を終了。

１月７日　Ｄ区、空中写真撮影。

３月１５日　Ｃ区、重機による表土除去と作業員による

遺構検出に着手。

２６日　Ｃ区、作業を中断し、年度内調査を終了。

【平成１６年度】

４月５日　Ｃ区、前年度に引き続いて重機による表土

除去、作業員による遺構検出作業を継続。

２６日　Ｃ区、遺構測量。

５月６日　柳原公民館主催による遺跡見学会。

１３日　Ｃ区、空中写真撮影・遺構測量。

１８日　Ｂ区、重機による表土除去を開始。

２４日　Ｂ区、表土除去を完了、遺構検出作業着手。

柳原東西線地点・Ｄ区（東から）

柳原東西線地点・Ｃ区（西から）

柳原東西線地点・Ｄ区（西から）



�

６月１日　Ｂ・Ｃ区、遺構測量。

１７日　Ｂ区、空中写真撮影・遺構測量。

１８日　Ｂ・Ｃ区、記録作業を終了、機器材を撤

収、調査に係る現地作業を完了。

中俣遺跡・市道柳原東西線地点

【平成１８年度】

１１月１４日　重機による表土除去を開始。

２０日　作業員による遺構検出作業に着手。

３０日　遺構測量。

１２月７日　遺構測量。

１４日　遺構測量。

１５日　記録作業を終了、機器材を撤収し、調査に

係る現地作業を完了。

水内坐一元神社遺跡・柳原総合市民センター地点

【平成１９年度】

１０月５日　調査区西側（西区）から、重機による表土

除去を開始。

１０日　作業員による遺構検出作業に着手。

１１日　調査区の外周に試掘坑を設定、埋没河川の

範囲を確認。

１２日　調査区東側（東区）について、重機による

表土除去を開始。

２４日　東区の遺構検出作業に着手。

１１月１日　遺構測量。

１２日　設計変更に伴い、調査区東側を拡張、重機

による表土除去に着手。

１３日　柳原公民館主催による遺跡見学会。

１６日　空中写真撮影。

２６日　埋没河川について、自然科学分析を目的と

した土壌のボーリング調査を実施。

２９日　遺構測量。

１２月３日　遺構測量、機器材を撤収。

４日　記録作業を終了し、調査に係る現地作業を

完了。

柳原総合市民センター地点（北から）

柳原総合市民センター地点（東から）

中俣遺跡・柳原東西線地点（西から）

柳原東西線地点・Ｃ区（東から）
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３　調査の体制
【平成１５年度】

調査主体者　　長 野 市 教 育 委 員 会	 教育長	 立岩睦秀

調 査 機 関　　長野市埋蔵文化財センター	 所　長	 礒野久夫

	 局主幹（兼所長補佐）	 矢口忠良

	 庶務係	 係　長	 山岸恒雄

	 	 職　員	 吉村久江　塚田容子

	 調査係	 係　長	 青木和明

	 	 主　査	 飯島哲也

	 	 主　事	 風間栄一　小林和子

	 	 専門員	 小野由美子　堀内健次　宮川明美　清水竜太

	 	 	 〃　	 遠藤恵実子　長瀬出　山野井智子　藤原崇志

【平成１６～２１年度】

調査主体者　　長野市教育委員会	 	 教育長	 	 立岩睦秀（～Ｈ２１.１２）	 堀内征治（Ｈ２１.１２～）

調 査 機 関　　文 化 財 課	 	 課　長	 	 塩澤一郎（Ｈ１６）　北村真一郎（Ｈ１７・１８）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 雨宮一雄（Ｈ１９・２０）　金井隆子（Ｈ２１～）

	 	 	 	 	 	 	 埋蔵文化財センター	 	 局主幹（兼所長）	 	 矢口忠良（～Ｈ１８）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 所　長	 	 青木和明（Ｈ１９～）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 庶務担当	 	 係　長	 	 山岸恒雄（Ｈ１６）　宮沢和雄（～Ｈ２０）　北村嘉孝（Ｈ２１～）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 職　員	 	 塚田容子（～Ｈ１８）　吉村久江（～Ｈ２０）　大竹千春（Ｈ２１～）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 調査担当	 	 係　長	 	 青木和明（～Ｈ１８）　千野浩（Ｈ２１～）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 主　査	 	 飯島哲也（Ｈ１６）　風間栄一（～Ｈ１９）　小林和子（Ｈ１７～）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 主　事	 	 小林和子（Ｈ１６）　宿野隆史（Ｈ１７～２０）　塚原秀之（Ｈ２０～）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 専門員	 	 堀内健次（Ｈ１６）　清水竜太（～Ｈ１７）　遠藤恵実子

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 長瀬出（～Ｈ１９）　石丸敦史（～Ｈ１８）　山野井智子

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小出泰弘（～Ｈ１８）　森田利枝（～Ｈ１８）　宮沢浩司（～Ｈ１７）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 山岸千晃（～Ｈ１９）　加藤拓也（Ｈ１７）　小池勝典（Ｈ１８・１９）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 柴田洋孝（Ｈ１８～）　向山純子（Ｈ１９・２０）　佐々木麻由子（Ｈ１９）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小林由実（Ｈ２０～）　小山夏奈（Ｈ２０～）　西澤尚紘（Ｈ２０～）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 山本賢治（Ｈ２１～）

調　査　員	 	 青木善子　池田寛子　清水武　多羅沢美恵子　鳥羽徳子　中殿章子　武藤信子　矢口栄子

調査補助員	 	 中嶋昭二郎

発掘作業員	 	 新井さち子　伊藤修二　奥村直美　小泉成司　小林景子　小柳功　鈴木友江　竹之内一夫

	 	 	 	 	 	 	 田中茂美　仲條淑恵　西沢明子　萩原正孝　原澤あけみ　藤澤孝徳　布施谷真美子　松浦サトミ

	 	 	 	 	 	 	 矢沢由男　山崎照代　山田哲也　若林正子

整理作業員	 	 倉島敬子　小泉ひろ美　清水さゆり　関崎文子　富田景子　西尾千枝　三好明子　村松正子

測量業務委託	 	 有限会社写真測図研究所	 	 	 	 	 	 	 	 自然科学分析委託	 	 パリノ・サーヴェイ株式会社

調査報告書データ編集教務委託	 	 鬼灯書籍株式会社
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Ⅱ　遺跡と環境

１　地理的環境

　小島・柳原遺跡群は、長野市東部の一連の千曲川自然堤防上に立地した集落遺跡群を包括する。同遺跡群に属

す水内坐一元神社遺跡と中俣遺跡も、同一の自然堤防上に位置していると理解されるものである。通常、自然堤

防は微高地としての高燥な土地であり、畑地もしくは集落域として利用される。それよりも低湿な後背湿地が水

田域として利用されるため、両者の境界は地形の高低差としてだけではなく土地利用の差としても観察されるこ

ととなる。ところが、今回の調査対象区域での土地利用状況を見ると、土地の高低差が不明瞭となり、畑地と水

田が混在する様相を呈する。むしろ、微地形が複雑に入り組んでいるとも表現できるような状況にあり、市内の

他の自然堤防と比較すれば、特異な景観が形成されている。

　この入り組んだ土地の景観形成のあり方については、自然と人為の両側面から理解されるべきものと考えら

れ、現段階において想定できる要因を次のとおり整理しておきたい。

⑴  地盤の沈降と堆積

　長野盆地では、活断層の活動によって北西の山地側が隆起し、その反対の南東側が沈降している。沈降してい

る側の南東部には千曲川が移動し、その流域では土砂堆積による埋め立てが同時進行している。当該の区域はこ

の千曲川の下流域に近く、地盤の沈降とともに河川堆積物による埋め立てが活発であると考えられる。堆積が活

発である分、本来の自然堤防と後背湿地との高低差が失われて平準化されてきた可能性がある。

⑵  自然堤防と扇状地の交錯

　当該区域は、後背湿地との境界に近い千曲川自然堤防上に立地しているが、裾花川の旧流路と目される北八幡

川が入り込んでいる状況からもわかるとおり、西から伸びた裾花川扇状地の端末部分が重複しており、同河川の

影響が強く及ぶ環境条件下にあると考えられる。今回の発掘調査でも、大きく蛇行した埋没河川の存在が明らか

となり、時として裾花川流路が網の目状に入り組み、開析や埋没等の消長を繰り返すことによって、複雑な微地

形が形成されてきた可能性がある。

⑶  用水路整備と水田開発

　当該区域から北西にかけて広がる水田地帯には、北八幡川系統の農業用水路が発達している。周辺の字名から

は「土井堰・砂田堰・下堰・岡田堰・中堰」の名称が拾い出され、当該区域がこれらの用水路網に取り囲まれて

位置する状況を理解することができる。区域南側で平成１７年度に発掘調査された㈱山二小島団地地点（字岡田堰

南）においては、弥生時代以来集落域であった微高地を、奈良時代以降に削平して水田化するという土地利用の

変遷が確認された。今回の調査でも同様の土地利用のあり方が追認される。奈良時代を境として用水路が縦横に

整備され、人為的に土地を削平するなどの水田開発が進行するなかで、畑と水田とが入り組んで混在する景観が

形成されてきた可能性がある。

　いずれに起因するにせよ、当該区域の周辺では地形の変換区分が不明瞭となって、現況では自然堤防と後背湿

地との境界を明確に把握することが困難な状況にある。現在設定されている小島・柳原遺跡群の範囲（図４）の

中で、千曲川に面した南東側範囲の境界が地形の高低差に沿って明瞭であるのに対し、後背湿地に面した北西側

の境界が直線的な概ねの範囲として設定されているのはこのためである。この北西側の境界は、現時点では暫定

的な遺跡範囲に留まるものであり、今回の調査で確認されたような河川流路などの古地形が、複雑に入り組んで
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図３　発掘調査地と字名（１：５，０００）

地下に埋没している状況が想定されることとなる。

図２　遺跡群の位置（１：６０，０００）
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２　遺跡周辺の考古学的環境

　柳原地区から朝陽地区の一部にまたがる千曲川の自然堤防上には、各時代の集落遺跡が分布している。当市で

は、自然堤防などの一連の地理環境を共有した複数の遺跡を包括する概念として「遺跡群」範囲を設定しており、

当該地区については「小島・柳原遺跡群」と命名している。次に、この遺跡群で実施されてきた発掘調査の概況

をまとめる。

水内坐一元神社遺跡

１　柳原小学校地点：大字小島字土井堰南、Ｓ５４年度調査、長野市教委１９８０『三輪遺跡　付』

　　弥生時代中期竪穴住居４軒・古墳時代後期竪穴住居５軒などを確認

２　㈱山二小島団地地点：大字小島字岡田堰南、Ｈ８年度調査、長野市教委１９９７『水内坐一元神社遺跡Ⅱ』

　　弥生時代後期竪穴住居８・古墳時代前期竪穴住居２

３　柳原体育館地点：大字小島字三ツ家沖、Ｈ８年度調査、長野市教委１９９８『水内坐一元神社遺跡Ⅲ』

　　弥生時代後期竪穴住居４・環濠？

４　㈱山二小島団地二期地点・ガーデンパーク小島地点：大字小島字岡田堰南、Ｈ１７年度調査、長野市教委

２００６『水内坐一元神社遺跡（４）』

　弥生時代中～後期竪穴住居・古墳時代前期周溝墓・古墳時代中～後期竪穴住居・奈良時代溝

５　市道柳原東西線地点：大字小島字三ツ家沖、Ｈ１５・１６年度調査、本書

弥生時代中～後期竪穴住居・弥生時代後期～古墳時代前期周溝墓・古墳時代後期竪穴住居・奈良時代竪穴

住居・掘立柱建物１・中世溝

６　柳原総合市民センター地点：大字小島字三ツ家沖、Ｈ１９調査、本書

　　弥生時代中期竪穴住居・弥生時代後期～古墳時代周溝墓・埋没河川・中世溝

７　宮西遺跡　中俣住宅地造成地点：大字柳原字宮西、Ｈ５年度調査、長野市教委１９９４『宮西遺跡』

　　弥生時代中～後期竪穴住居１１・古墳時代前期周溝墓２・中世溝１

中俣遺跡

８　中俣土地区画整理事業地点：大字柳原字上返町他、Ｓ６３～Ｈ２年度調査、長野市教委１９９１『中俣遺跡・他』

　　弥生時代中～後期竪穴住居５０以上・古墳時代前期溝

９　中央消防署柳原分署地点：大字柳原字下返町、Ｈ３年度調査、長野市教委１９９２『中俣遺跡Ⅱ』

　　弥生時代後期竪穴住居３・古墳時代後期竪穴住居１

１０　㈱永楽開発支店地点：大字柳原字下返町、Ｈ６年度調査、長野市教委１９９６『駒沢城跡・中俣遺跡Ⅲ』

　　弥生時代中～後期竪穴住居５・古墳時代前期周溝墓１

１１　市道柳原東西線地点：大字柳原字宮北、Ｈ１８年度調査、本書

　　弥生時代後期竪穴住居・中世溝

１２　小島境遺跡　富士通長野工場地点：大字石渡字下土婦、Ｓ５７・５８年度調査、未報告

　　弥生時代中期竪穴住居１・後期竪穴住居３・古墳時代前期竪穴住居５・方形周溝墓１

１３　南川向遺跡：大字北尾張部字南川向、Ｓ６１年度調査、長野市教委１９８８『南川向遺跡』

　　古墳時代前期土坑１・平安時代竪穴住居６・溝

１４　上中島遺跡：大字北長池字上中島、Ｈ５年度調査、長野市教委１９９４『三輪遺跡⑸・上中島遺跡』

　　平安時代竪穴住居３・溝
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図４　小島・柳原遺跡群と発掘調査地点（１：１５，０００）番号は８頁と共通
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Ⅲ　調査概要

１　調査地点と検出遺構

　柳原東西線道路改良事業及び柳原総合市民センター建設事業に伴う発掘調査は、平成１５年度から開始して平成

１９年度まで発掘作業を継続した。南に隣接する市民体育館を含めれば、一連の施設整備に係る発掘調査として

は、足かけ１０年以上にわたる長期間のものとなった。

　調査は、用地補償と工事の進捗に合わせて区切られ、年度毎に実施範囲が分割されたことから、柳原東西線道

路改良地点における水内坐一元神社遺跡（略称ＫＹＭＯ－Ⅲ）は、ＡからＤまでの４区に分かれ、柳原総合市民

センター地点（略称ＫＹＭＯ－ＹＣ）と合わせて５地区分割された。また、柳原東西線道路改良地点のうち、北

八幡川（長沼用水）を境とした東側は、大字柳原地籍に属していることから大字小島地籍の水内坐一元神社から

分離され、中俣遺跡範囲内（略称ＫＹＮ－ＭＫ）として取り扱うこととされた。以上により、今回の調査範囲は、

２遺跡にまたがり、６地区に分割されている。

　各地区での遺構検出状況は、

表１・２に示したとおりであ

り、総体として、竪穴住居３３

軒、溝５３本、土坑４７５基、周溝

墓１１基等を数える。ここで、竪

穴住居の所属時期に注目する

と、弥生中期が１５軒、弥生後期

が１１軒、古墳後期が５軒、奈良

平安が１軒と続き、居住域とし

ての利用が時代毎に偏在する傾

向が表れている。また、近隣で

の調査例と比較すると、山二小

島団地二期工事地点等（長野市

教委２００６）では調査面積１０００㎡

の中で４９軒もの竪穴住居が検出

されているのに対し、今回の調

査では面積３０００㎡を超える中で

３３軒と格段に疎らな状況となっ

ている。これら、遺構の時代

的、地区的偏在については、調

査区をまたがって検出された埋

没河川と古地形との関係が鍵と

なるものであり、次節において

整理したい。

表１ 遺構検出状況（種類別）
調査地区 遺構　（略記号）
地点 区 竪穴（ＳＢ） 溝（ＳＤ） 土坑（ＳＫ）周溝（ＳＺ）河川（ＳＲ）掘立（ＳＴ） 他（ＳＸ）

ＫＹＭＯ－Ⅲ

Ａ ２ ６ ２４ １ １
Ｂ ２ ２ １５１ ４
Ｃ ２ １３ １４６ ２
Ｄ ６ ７ ７１ １

ＫＹＮ－ＭＫ １０ ８ １３
ＫＹＭＯ－ＹＣ １１ １７ ７０ ４ １ １

計 ３３ ５３ ４７５ １１ ２ １ １

表２　遺構検出状況（時期別）
調査地区 遺構 弥生時代 古墳時代 奈良 中世 近世 不明地点 区 種別 記号 中期 後期 前期 中期 後期 平安

ＫＹＭＯ－Ⅲ

Ａ

竪穴 ＳＢ ２
溝 ＳＤ １ ５

土坑 ＳＫ １ ２ ２１
河川 ＳＲ １
掘立 ＳＴ １

Ｂ

竪穴 ＳＢ ２
溝 ＳＤ ２

土坑 ＳＫ ５ ４ ２ １ １３９
周溝 ＳＺ ４

Ｃ

竪穴 ＳＢ ２
溝 ＳＤ １ １ １ ２ ８

土坑 ＳＫ １ １ ４ １９ ６ ８ １０７
周溝 ＳＺ ２

Ｄ

竪穴 ＳＢ ４ １ １
溝 ＳＤ １ １ １ １ １ ２

土坑 ＳＫ ８ １ ３ ５９
周溝 ＳＺ １

ＫＹＮ－ＭＫ
竪穴 ＳＢ ９ １
溝 ＳＤ １ ５ ２

土坑 ＳＫ ６ ７

ＫＹＭＯ－ＹＣ

竪穴 ＳＢ １１
溝 ＳＤ ２ １ ４ １０

土坑 ＳＫ ４ ６３
河川 ＳＲ １
周溝 ＳＺ １ ２ １
他 ＳＸ １

計 ２５ ３５ ５ １ １０ ４５ １５ １５ ４２５



図５　調査地区全体図（１：１，０００）
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２　埋没河川による地形区分と遺構分布

　前節では、今回検出された遺構の分布状態に、所属年代や地区別に偏在性が存在することを確認した。ここで

は、埋没河川を軸とした地形区分によって調査地区の様相を再整理し、遺構分布の偏在性を再確認してみたい。

　埋没河川は、市道柳原東西線地点（ＫＹＭＯ－Ⅲ）Ａ区と、柳原総合市民センター地点（ＫＹＭＯ－ＹＣ）で

それぞれ確認され、規模や堆積状態などから一連の自然流路と判断し、大きく蛇行する形状を想定している（図

５）。流路の幅員は２５～３０ｍ、掘削は川底まで達していないが、ボーリング調査の所見から、深さは２ｍ超、弥

生後期の段階から止水性が強まって流路内の堆積が進行し、古墳時代以降は河川としての機能が失われ、湿地へ

と遷移したと推定される。この埋没河川の流路によって区分された地域を「東岸」「北岸」「南岸」と呼称し、そ

れぞれの地域に分布する遺構の特徴を整理してみる。

　埋没河川の東岸域

　中俣遺跡（ＫＹＮ－ＭＫ）と北八幡川（長沼用水）西側に位置する水内坐一元神社遺跡の一部（ＫＹＭＯ－Ⅲ・

Ａ区東側）が該当する。現在両地区は北八幡川流路によって隔てられているものの、同流路が後世の人工的開削

によるものであることを考慮すれば、本来は同一地形として中俣遺跡の西端部に含まれるべき地域である。

　竪穴住居は、弥生後期から古墳時代前期にかけてのものが１１軒検出され、重複しながら密な分布状態を示して

いる。他の時代に属する竪穴住居が存在していないため、集落域としての利用は弥生時代後期を中心とした時期

に絞られるが、弥生中期土器破片や同期の石器出土が確認されている点から、弥生中期段階の居住域利用も想定

しておくべきであろう。居住域以外の遺構としては、奈良～平安時代に属する溝５本があり、農業関連の用排水

路と推定できる。同段階に一帯が水田として開発され、今日に至る田園景観が形成されたと理解される。

　埋没河川の北岸域

　柳原東西線地点の大部分（ＫＹＭＯ－Ⅲ・Ａ区西側・Ｂ～Ｄ区）と柳原総合市民センター地点（ＫＹＮ－ＹＣ）

が該当する。蛇行する河川流路によって囲まれた細長い帯状の地域であり、果樹園として利用された微高地とし

て現地形にもその痕跡を観察することができる。

　居住関係遺構としては、弥生中期の竪穴住居が１５軒、古墳後期の竪穴住居が５軒、奈良・平安時代の竪穴住居

１軒、掘立柱建物１棟が検出されている。弥生中期竪穴住居は一部重複しているが、地域全体に拡散的に分布し

ており、一帯が広範囲に集落域として利用されていたと推定できる。古墳後期の竪穴住居はＫＹＭＯ－ⅢのＢ・

Ｃ区に限定的に分布することから、集落規模としては狭小であった可能性が高い。また、中世に属する幅員２ｍ

超の溝は、居館等を区画する堀と推定できるものであり、建物等の存在を示す小穴群とともに同期における居

住域としての活発な利用が示される。居住域以外の遺構としては、弥生後期～古墳前期の周溝墓１０基が注目され

る。同期の竪穴住居が確認されないことから、同段階に限っては一帯が墓域として利用されていたことが確実と

思われる。ＫＹＭＯ－ⅢのＢ区にみるように、周溝の一部を共有して密集する状況も、それを裏付けるものとなる。

　埋没河川の南岸域

　今回の調査範囲は含まれないが、柳原市民体育館地点（長野市教委１９９８）が該当する。また、さらに南側の山

二小島団地地点等（長野市教委１９９７・２００６）も一連の地域に含まれてくる可能性がある。

　柳原市民体育館地点では、弥生後期の竪穴住居とともに、環濠と推定された大規模な溝が検出されている。同

段階には河川流路の埋め立てと湿地化が進行していたと想定されることから、湿地を挟んで北岸が墓域、南岸が

集落域として利用されたと考えることが妥当となる。また、流水の途絶えた河川跡を利用し、あるいは接続して

大溝が開削され、環濠集落としての外観が形成されていったことも充分に想定できる状況である。
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Ⅳ　遺構

　調査において検出確認した遺構は、各地点別、遺構種別に一連の番号を付し、各遺構の概要（所属時期、平面

形・範囲・規模・施設等検出状況、出土遺物）を一覧表に集約して掲載した（表３）。

　遺構測量図に関しては、調査範囲全域にわたる遺構分布図（１：６００）と、遺構全体図（１：１５０）及び遺構実

測図（１：８０）を地点毎に掲載した。また、上下重複関係にある遺構に関しては、別途実測図を掲載した。また、

遺構写真については、地点毎に集成して図版とした。

　なお、本章の記述においては、地点及び遺構種別を略号で記すこととし、その略号は下記のとおりとする。

［地点］水内坐一元神社遺跡－柳原東西線地点：ＫＹＭＯ－Ⅲ（Ａ～Ｄ区）

水内坐一元神社遺跡－柳原総合市民センター地点：ＫＹＭＯ－ＹＣ

中俣遺跡－柳原東西線地点：ＫＹＮ－ＭＫ

［遺構］竪穴住居：ＳＢ　　溝：ＳＤ　　　　土坑（小穴も含む）：ＳＫ

埋没河川：ＳＲ　　周溝墓：ＳＺ　　性格不明：ＳＸ

１　竪穴住居

【弥生時代中期】ＫＹＭＯ－Ⅲ地点Ｄ区ＳＢ３～６、ＫＹＭＯ－ＹＣ地点ＳＢ１～１１

　１５軒検出されている中で、ＫＹＭＯ－Ⅲ地点ＳＢ３（図２９）・ＳＢ４（図２８）、ＫＹＭＯ－ＹＣ地点ＳＢ３（図

２６）・ＳＢ７（図２５）等が検出状態良好である。平面形はいずれも円形であり、直径４．１ｍから５．２ｍまでを測る。

ほとんどの住居は床面中央部に１箇所、灰・炭化物を充満させた掘込炉を設けているが、ＫＹＭＯ－ＹＣ地点Ｓ

Ｂ７のみが床面に焼土を形成させた地床炉を複数個所に設けている。柱穴は４～６本配置されるが、やや不規則

であって定型的な配列を確認するまでには至らない。床面は平坦で堅緻である場合が多い。なお、ＫＹＭＯ－Ｙ

Ｃ地点では後世の地震に伴う噴砂の痕跡が床面上で明瞭に観察される例が多く見られた。なお、その噴砂の地割

れに沿っては、床面に１、２㎝程度の段差（小規模断層）が形成されている状況も確認された。

【弥生時代後期～古墳時代前期】ＫＹＭＯ－Ⅲ地点Ａ区ＳＢ１１・１２、ＫＹＮ－ＭＫ地点ＳＢ１～１０

　１１軒検出され、埋没河川の東岸地域に偏在している。全形の検出例はないが、弥生後期に標準的な隅丸に近い

長方形４本柱形式によるものと考えられる。ＫＹＭＯ－Ⅲ地点ＳＢ１２（図１２）、ＫＹＮ－ＭＫ地点ＳＢ８（図２２）

では短辺５ｍを測り、北西柱穴間に焼土形成の地床炉が設置されている。なお、ＫＹＮ－ＭＫ地点においては各

住居の重複関係が著しく、住居の廃絶と建て替えが連続性をもっている状況が示される。

【古墳時代後期】ＫＹＭＯ－Ⅲ地点ＳＢ２・７～１０

　５軒検出され、Ｄ区ＳＢ２を除いてＢ・Ｃ区に偏在集中し、近接重複関係が観察される。平面形は方形４本柱

形式で、一辺５．０～６．８ｍを測り。ＳＢ２（図２０）、ＳＢ７（図１６）、ＳＢ８（図３０）では北西壁にカマドの付設が確

認される。

【平安時代】ＫＹＭＯ－Ⅲ地点Ｄ区ＳＢ１

　ＳＢ１（図２０）１軒のみであり、検出範囲も一部分にとどまる。ただし、土坑・溝等の遺構や検出面での遺物出

土量から判断すれば、該期における居住域としての利用度はさほど低くはなかったと理解される。調査において

遺構を認識できるか否かは、遺跡環境に応じた遺構の遺存状況や調査者の認識能力に左右される部分が大きいの
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だから、調査で認識できなかった遺構の存在について考慮することが妥当である。

２　掘立柱建物

【奈良時代】ＫＹＭＯ－Ⅲ地点Ａ区ＳＴ１（図１３・３１）

　１棟のみ検出され、短辺４ｍ長辺５．２ｍの規模を測る。柱間は２×３、１０本の柱穴のうちの７本が調査範囲内

にあり、いずれの柱穴内にもコナラ材の柱根の遺存が確認された（樹種同定についてはⅥ章を参照）。その遺存

状態は良好であり、直径２０㎝内外、最大で８０ｃｍ長が残されている。また、底面を除いて加工の痕跡が観察され

ないことから、外皮を取り除いた状態の丸太材と推定できる。なお、柱根の位置から柱間隔を測り出すと、東西

方向で１．７、２．０、１．６ｍ、南北方向で１．９、２．２、２．０ｍと数値がばらつき、その配列位置も一直線には並ばない。

柱穴掘込も大きさと形状が不揃いであり、やや雑駁な観を受ける。

３　土坑・溝

【弥生時代】

　ＫＹＭＯ－Ⅲ地点では、弥生中期の完形に近い土器を埋納した土坑が見られる（ＳＫ２２５・２４７・３３８）。ＳＫ

２４７（図１４）については、土器埋納状態から土器棺・墓坑となる可能性も指摘できる。また、周溝墓群と近接位

置にある点も注意される。ＫＹＭＯ－Ⅲ及びＫＹＭＯ－ＹＣ地点には、弥生後期の所産と思われるいくつかの溝

が存在する。円形に近いＫＹＭＯ－Ⅲ地点のＳＤ１３・２６（図１３・１７）、直線に近いＫＹＭＯ－ＹＣ地点のＳＤ１３

（図２４）などは、同時期の周溝墓群と連関させて理解すべきかもしれない。

【古墳時代】

　ＫＹＮ－ＭＫ地点ＳＤ７（図２１）は古墳前期に属する大形溝であり、周溝墓の一部となる可能性が考えられる。

ＫＹＭＯ－Ⅲ地点ＳＤ８（図１８～２０）は古墳後期に属し、幅員１．２ｍ内外で東西に調査区を縦断している。

【奈良・平安後期】

　ＫＹＮ－ＭＫ地区ＳＤ１～３（図２１・２２）は、弥生～古墳時代の包含層を掘り込んで構築され、幅０．５～１ｍで

南北方向に平行して走る。ＳＤ６（図２２）は幅員３ｍ超、深さ１．５ｍ、底面が平坦となる断面箱形の大形溝であ

る。いずれも流水の痕跡が認められ、奈良時代以降の所産による農業関連水路と判断される。

【中世以降】

　ＫＹＭＯ－Ⅲ地点ＳＤ１９・２５（図１３・１６）、ＫＹＭＯ－ＹＣ地点ＳＤ５（図２４・２５）は、幅員３ｍ内外の中世段

階の大溝であり、居館等を区画するための堀として連続的に開削されたものと判断している。平行するＳＤ１９と

２５の間隔は約４０ｍを測るが、平面形態は方形ではなく、やや不整な多角形が想定される（図６等）。

　調査範囲全体には直径１ｍ内外の円形土坑が分布している。その多くは中世以降の素掘りの井戸あるいは溜

（ため）と推定され、居住域というよりも農業生産に関係した遺構と理解できる。ＫＹＭ－Ⅲ地点ＳＫ７５～８３（図１８）

はその好例で、溝状の掘り込み内に桶を６基連ねて埋置した肥溜であり、うち３基には桶の底板も遺存していた。

４　周溝墓・他

【弥生時代後期～古墳時代前期】ＫＹＭＯ－Ⅲ地点ＳＺ１～７、ＫＹＭＯ－ＹＣ地点ＳＺ１～４
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　１１基以上が分布している。年代を示す遺物出土が乏しいため時代判定が確実とはならないが、弥生後期段階か

ら古墳前期にかけて連続的に構築されたものと想定され、ＫＹＭＯ－ＹＣ地点ＳＺ４は古墳中期にまで下降する

可能性もある。ＫＹＭＯ－Ⅲ地点ＳＺ１（図３３）は前方後方形であり、周溝外周で全長２８．５ｍを測る。くびれ部

に近い周溝底面から壷１個体の出土があり、周溝墓に伴う確実な遺物として把握されている。ＫＹＭＯ－Ⅲ地点

ＳＺ２～７（図１４・１５）は一辺６～７ｍの方形周溝墓群であり、ＳＺ４～７は溝の一部を共有して隣接状態で構

築されている。ＫＹＭ－ＹＣ地点（図１１）での検出は断片的であるが、ＳＺ２は一辺１０ｍ前後の方形周溝の一部、

ＳＺ３は径１０ｍ前後の円形周溝の一部と判断している。ＳＺ１（図１０）は一辺５ｍの方形周溝の一部であり、埋

没河川の落ち込み際に位置している。同遺構の東に隣接しているＳＸ１（図３２）は、１．５×０．５ｍの範囲に小礫が

集積され、それを取り囲む形で弥生後期土器５個体が出土したものである。その様相と周溝墓に隣接する配置か

ら、埋葬施設に関連した施設の一部である可能性は高いものと考えられる。

５　埋没河川

　ＫＹＭＯ－Ⅲ地点Ａ区において幅員２５ｍ、ＫＹＭＯ－ＹＣ地点で幅員３０ｍを測る河川流路が検出された。その

規模や流路内の堆積状態から連続する自然流路であると判断し、大きく蛇行した形状が想定される（図５）。流

路の埋没状況については試掘により一部確認したが、軟弱な堆積物と湧水によって掘削困難な状況にあり、平面

的検出は流路に向かっての落ち込み際５ｍ範囲にとどめた。検出範囲での落ち込みの傾斜はさほど急ではなく、

傾斜角は１０～１５°程度である。堆積土層中には土器破片が含まれるものの、埋没の過程で集中的に遺物廃棄がな

される等の人為的状況は確認されていない。なお、河川流路の深さ及び埋没の年代や環境に関する情報を得るた

め、ボーリング調査と自然科学分析を実施した（Ⅵ章）。諸分析を総合して判断すると、当該河川が清流として

機能していたのは弥生中期段階であり、弥生後期段階には水流が停滞し、古墳前期には流水が途絶えて湿地化し

たと考えられる。当該調査地点における各時代の土地利用のあり方は、この河川流路の埋没に伴う環境変化を機

軸として変遷してきたものと理解されよう。

図２３【ＫＹＭＯ－ＹＣ地点（西区）西壁土層説明】

１　灰色粘土（現水田耕作土層）

２　灰白色粘土（赤褐色沈着斑文あり）

３　灰色粘土（赤褐色沈着斑文あり）

４　黒褐色シルト（埋没河川覆土）

５　黒褐色シルト（ＳＤ１覆土）

６　黄褐色シルト（基盤層）

図２７【ＫＹＭＯ－ＹＣ地点　南壁土層説明】

１　灰色粘土（現水田耕作土層）

２　黒褐色シルト（遺物包含層）

３　褐灰色砂（噴砂層）

４　黄褐色シルト混合（弥生～古墳時代掘り込み）

５　黒褐色シルト質粘土（近世～近代井戸）

６　黄褐色シルト（基盤層、下部は細砂へ移行）

図２６【ＫＹＭＯ－ＹＣ地点　南壁土層説明】

１　灰褐色砂質シルト（現畑耕作土層）

２　灰色粘土（水田耕作土層、赤褐色沈着斑文あり）

３　黒褐色粘土（遺物包含層）

４　黒褐色粘土（有機質含む、以下は埋没河川覆土）

５　褐灰色粘土（灰白色粘土混合）

６　黒褐色シルト質粘土（有機質多く含む）

７　灰黄褐色シルト質粘土（基盤への漸移層）

８　黄褐～灰黄色シルト層（基盤層、下部は細砂へ移行）
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地
点 区 遺構

番号 時期 遺構検出状況 出土土器 その他出土遺物平面形 範囲 規模（ｍ） 施設等 重量（ｇ）実測
Ⅲ Ｄ ＳＢ１ 平安 方形 一部 ＳＢ２に重複 １，３１０ ２ 剥片

Ⅲ Ｄ ＳＢ２ 古墳後期 方形 ３／４ ５．２×５．０ カマド（北壁）、ＳＢ１が重複 １６，０９０ １ 太型蛤刃・小形片刃・石鏃・砥石・
剥片・管玉・鉄片

Ⅲ Ｄ ＳＢ３ 弥生中期 円形 ２／３ 径４．７ 炉（中央）、ＳＢ２床下、ＳＢ５に重複 ７，５２０ １ 不明磨製石器・敲石・砥石・剥片・
土製円板

Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 弥生中期 円形 全 径４．１ 多量土器遺棄、ＳＢ６が重複 ３９，４３５ ２６ 台石・ミガキ石・剥片・土製円板

Ⅲ Ｄ ＳＢ５ 弥生中期 円形 一部 ＳＢ３が重複 １，４３０ 不明磨製石器・剥片・土製円板・銅
片

Ⅲ Ｄ ＳＢ６ 弥生中期 方形？ 一部 ＳＢ４に重複 １，１８０ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＢ７ 古墳後期 方形 全 ６．０×６．８ カマド（北西壁）、ＳＢ８が重複 ８，６６５ ４ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＢ８ 古墳後期 方形 全 ５．２×５．３ カマド（北西壁）、ＳＢ７に重複 ５，９５０ １ 剥片
Ⅲ Ｂ ＳＢ９ 古墳後期 方形 １／３ カマド（北西壁） ４，６２７ １ 砥石・剥片・貝殻
Ⅲ Ｂ ＳＢ１０ 古墳後期 方形 １／２ ５．５× ３，５９０ ５ 剥片
Ⅲ Ａ ＳＢ１１ 弥生後期 隅丸長方形 １／２ ３．９×３．０ ４，５８０

Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 弥生後期 隅丸長方形 １／２ ５．２× 炉（柱穴間） ２５，０２０ １２ ミガキ石・敲石・剥片・ミニチュア
土器・小玉・木片

Ⅲ Ｄ ＳＤ２ 平安 幅１．０ １，３９０ １ 砥石・剥片・鉄片・木片・種子
Ⅲ Ｄ ＳＤ３ 弥生中期 幅０．９ ６，１８０ ３ 剥片
Ⅲ Ｄ ＳＤ６ 近世 用水路？ ２，８３０ 砥石・剥片・鉄片・貝殻
Ⅲ Ｄ ＳＤ７ 弥生後期 不整 ８，３１５ ２ 剥片・土製円板
Ⅲ Ｄ ＳＤ８ 古墳後期 幅１．２ ９，５００ ミガキ石・敲石・剥片・銅板
Ⅲ Ｃ ＳＤ１０ 近世 幅１．１ 道路施設？ ２，２２０ 砥石・剥片
Ⅲ Ｃ ＳＤ１１ 近世 幅１．４ 道路施設？ ２，４５０ 剥片・寛永通宝・種子
Ⅲ Ｃ ＳＤ１３ 弥生後期 円形？ １／３ 幅０．５ ２，３１０
Ⅲ Ｃ ＳＤ１６ 平安 幅０．６ ３９０

Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 中世 幅２．５ ＹＣＳＤ５に連続？ １６，６９０ ５ 扁平片刃・刃器・砥石・石臼・硯・剥片・
鉄片・種子

Ⅲ Ａ ＳＤ２５ 中世 幅２．８ ＹＣＳＤ５に連続？ ３，１４０ １ 不明磨製石器・石臼・剥片・木片・
種子

Ⅲ Ａ～Ｄ 他 ＳＤ ６，５７０ 石鏃・剥片・北宋銭・鉄片
Ⅲ Ｄ ＳＫ７ 平安 方形 １．５×１．５ １，８８０ １ 剥片
Ⅲ Ｄ ＳＫ１５ 平安 円形 径１．０ ７７０ １
Ⅲ Ｄ ＳＫ１６ 平安 円形 径１．６ １，１１０ １ 砥石・剥片
Ⅲ Ｄ ＳＫ１７ 平安 円形 径２．０ １，０７０ 木片
Ⅲ Ｄ ＳＫ３１ 近世 円形 径０．６ ６１０ １ 剥片
Ⅲ Ｄ ＳＫ３４ 近世 長方形 １．３×３．４ １，１１０ ３ 剥片・キセル・鉄片・木片

Ⅲ Ｄ ＳＫ３７ 中世 円形 径３．３ １，７６０ ２ 砥石・ミガキ石・石臼・凹石・敲石・
剥片・鉄片・漆器片

Ⅲ Ｄ ＳＫ５１ 平安 円形 径１．３ ４５０ １
Ⅲ Ｄ ＳＫ５２ 近世 円形 径０．９ ６０ １
Ⅲ Ｄ ＳＫ５５ 平安 円形 径３．０ ６，４３０ １１ 砥石・敲石・剥片・土製品
Ⅲ Ｄ ＳＫ５７ 奈良 円形 径２．３ ５，４４０ ９ 剥片・管玉
Ⅲ Ｄ ＳＫ６１ 平安 長方形？ ３．１× ２，１１０ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ７５ 近世 円形 径１．２ 肥溜め６連、桶底板遺存 ２２０ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ７６ 近世 円形 径１．１ 肥溜め６連、桶底板遺存 ４３０ １ 砥石・剥片・木片
Ⅲ Ｃ ＳＫ８０ 近世 円形 径１．１ 肥溜め６連 １１０ 寛永通宝

Ⅲ Ｃ ＳＫ８１ 近世 円形 径１．１ 肥溜め６連 ９０ 石核・剥片・寛永通宝・銅片・木片・
種子

Ⅲ Ｃ ＳＫ８２ 近世 円形 径１．１ 肥溜め６連 ４８０ 寛永通宝
Ⅲ Ｃ ＳＫ８３ 近世 円形 径１．０ 肥溜め６連、桶底板遺存 １７０ 鉄片・木片
Ⅲ Ｃ ＳＫ８４ 近世 長方形 １．８×８．０ 肥溜め６連を埋め込む坑 １，４４０ ４ 石鏃・剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ８６ 平安 円形 径１．１ ４６０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ８８ 近世 長方形 １．４×２．１ ７８０ １ 種子
Ⅲ Ｃ ＳＫ８９ 奈良 円形 径０．６ ４４０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ９３ 平安 円形 径１．１ ９４０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１０３ 平安 円形 径０．８ ６１０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１０４ 平安 円形 径１．９ １，１００ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１１２ 平安 不整形 ４３０ 種子・剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ１１３ 平安 円形 径１．５ ４７０ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ１１７ 平安 長方形 伸展葬墓坑、ＳＫ１５７と一連 ３６５ ４ 人骨
Ⅲ Ｃ ＳＫ１１９ 古墳後期 長方形 ２．５× １，５００ ２ 種子・剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２２ 中世 円形 径１．２ １，２７０ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２３ 平安 不整形 ５００ 種子
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２４ 平安 不整形 １，３００ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２５ 中世 円形 径１．１ ２６０ 漆器
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２７ 弥生後期 不整形 ３，６６０ １ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２８ 平安 円形 径１．２ ３７０ 砥石・剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２９ 平安 長方形 １．３×２．１ ４８０
Ⅲ Ｃ ＳＫ１３２ 平安 円形 径１．０ １，３４０
Ⅲ Ｃ ＳＫ１３４ 平安 円形 径０．８ １３０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１３５ 平安 円形 径１．０ ３７０ １

表３　遺構一覧表
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地
点 区 遺構

番号 時期 遺構検出状況 出土土器 その他出土遺物平面形 範囲 規模（ｍ） 施設等 重量（ｇ）実測
Ⅲ Ｃ ＳＫ１４６ 中世 円形 径１．５ ２８０ 石製鉢・剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ１４７ 弥生中期 円形 径０．７ ６７０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１５１ 中世 円形 径１．２ ３２０ １ 曲物

Ⅲ Ｃ ＳＫ１５６ 中世 不整形 幅３．０ ３，７００ 不明磨製石器・剥片・鉄片・漆器片・
木片

Ⅲ Ｃ ＳＫ１６１ 中世 円形 径０．９ ２１０ １ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ１７７ 古墳後期 不整形 １，１３０ １ 砥石・剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ１８３ 平安 円形 径１．４ ８１０
Ⅲ Ｃ ＳＫ１８４ 平安 円形 径０．７ ２３０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１９０ 平安 方形？ ５６０ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ２０２ 古墳後期 不整形 ５７０ １ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＫ２０８ 古墳後期 方形 １，６５０ ４
Ⅲ Ｃ ＳＫ２１４ 平安 ８０ １
Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 弥生中期 １２，４５０ ９ 剥片
Ⅲ Ｂ ＳＫ２２６ 弥生中期 円形 径１．１ １，４２０ ２
Ⅲ Ｂ ＳＫ２２７ 弥生 円形 径１．４ ２００ １
Ⅲ Ｂ ＳＫ２２８ 平安 円形 径１．４ ４２０ 鉄片
Ⅲ Ｂ ＳＫ２３３ 平安 円形 径０．６ ９１０ １ 獣歯
Ⅲ Ｂ ＳＫ２３４ 中世 不整形 ３，６４０ 剥片
Ⅲ Ｂ ＳＫ２３６ 近世 長方形 １．４×３．３ ５５０ ２ 凹石・木製品
Ⅲ Ｂ ＳＫ２４７ 弥生中期 円形 径０．６ ４，８１０ １
Ⅲ Ｂ ＳＫ３０５ 中世 円形 径１．０ ４２０ １
Ⅲ Ｂ ＳＫ３２０ 平安 不整形 １，３００
Ⅲ Ｂ ＳＫ３２１ 弥生中期 小穴 ２６０ １ 剥片
Ⅲ Ｂ ＳＫ３２６ 平安 円形 径１．４ ７５０
Ⅲ Ｂ ＳＫ３３８ 弥生中期 円形 径０．６ ８７０ １
Ⅲ Ａ ＳＫ３７８ 弥生後期 円形 径１．２ １，２４０ 剥片・土製円板
Ⅲ Ａ ＳＫ３７９ 弥生後期 長方形 １．６×３．９ ６，０００ 剥片
Ⅲ Ａ ＳＫ３８６ 弥生中期 円形？ 径０．８ ８００ ２ 剥片

Ⅲ Ａ～Ｄ その他 ＳＫ ４１，５２９ 扁平片刃・太型蛤刃・石鏃・管玉未
成品ほか

Ⅲ Ａ ＳＲ１ 弥生～ 蛇行 幅２５．０ 河川跡（埋没河川） １７，９３０ ６ 剥片・砥石・ミガキ石・石製鉢
Ⅲ Ａ ＳＴ１ 奈良 ２×３間 ３／４ ４．０×５．２ １，６８０ １ 柱根

Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 古墳前期 前方後方形 １／２ 幅２．１ 全長２８ｍ 以上 ７２，１７０ ３１ 石包丁・小形片刃・石鏃・土製紡錘車・
管玉・小玉ほか

Ⅲ Ｃ ＳＺ２ 弥生後期 方形 溝０．８ １，５８０ 剥片
Ⅲ Ｃ ＳＺ３ 弥生後期 幅０．８ ３，１８０ ２ 剥片
Ⅲ Ｂ ＳＺ４ 弥生後期 方形 幅０．８ 一辺７ｍ 程度、ＳＺ４～７隣接 １，９３０
Ⅲ Ｂ ＳＺ５ 弥生後期 方形 幅０．９ ＳＺ４～７隣接・溝の一部を共有 ７，７４０ ２ 剥片
Ⅲ Ｂ ＳＺ６ 弥生後期 方形 幅０．６ 一辺６ｍ 程度、ＳＺ４～７隣接 ６，４９０ 剥片
Ⅲ Ｂ ＳＺ７ 弥生後期 幅０．４ ＳＺ４～７隣接・溝の一部を共有 １３０
Ⅲ Ａ 検出面他 １２，６４０ ６ 刃器・剥片・銭・一銭貨・種子

Ⅲ Ｂ 検出面他 ３４，１４２ ８ 石剣？・石鏃・石臼・剥片・馬歯・
木片

Ⅲ Ｃ 検出面他 ３２，８２０ ７ 砥石・石製鉢・剥片・北宋銭・寛永
通宝・鉄片・鹿角

Ⅲ Ｄ 検出面他 ３９，７１０ １０ ミガキ石・砥石・土製円板・北宋銭・
寛永通宝・銅板ほか

ＭＫ ＳＢ１ 弥生後期 方形 一部 ＳＫ２が重複 ６，６２０ ７ 敲石・剥片・土製紡錘車
ＭＫ ＳＢ２ 方形 一部 ５５０
ＭＫ ＳＢ３ 弥生後期 方形？ 一部 ＳＤ７が重複 ６，１４０ ３ 刃器・敲石・剥片
ＭＫ ＳＢ４ 弥生後期 方形 ２／３ ５．４×４．８ ２１，５９０ ６
ＭＫ ＳＢ５ 弥生後期 方形 一部 ＳＢ６が重複 ６，９６０ １ 剥片
ＭＫ ＳＢ６ 弥生後期 方形 一部 ＳＢ５に重複 ６，８９０ １ 磨製石鏃・石核・剥片・土製紡錘車
ＭＫ ＳＢ７ 古墳前期 方形 一部 ＳＤ６が重複 ８１０ １
ＭＫ ＳＢ８ 弥生後期 方形 １／２ 炉（柱穴間）、ＳＢ９に重複 １１，３６０ ４ 扁平片刃・ミガキ石・剥片・管玉
ＭＫ ＳＢ９ 弥生後期 方形 一部 ＳＢ８が重複 ４，２３０ ４ 剥片
ＭＫ ＳＢ１０ 弥生後期 方形 一部 ＳＢ９が重複 ３，２５０ ２
ＭＫ ＳＤ１ 奈良～ 幅０．７ ２，１２０ 剥片
ＭＫ ＳＤ２ 奈良～ 幅０．５ １，５７０ 敲石
ＭＫ ＳＤ３ 奈良～ 幅１．０ ４８０ 刃器・剥片
ＭＫ ＳＤ５ 奈良～ 旧長沼用水の一部？ ４７０ １
ＭＫ ＳＤ６ 奈良～ 幅３～４．０ 大溝 ３５０ 剥片
ＭＫ ＳＤ７ 古墳前期 幅２．５ 周溝墓の一部？ ６，６００ ２
ＭＫ その他 ＳＤ １，４８０ 剥片
ＭＫ ＳＫ１ 弥生後期 円形 径１．３ ４，０５０
ＭＫ ＳＫ２ 弥生後期 不整形 ５，６４０ １ 剥片・土製円板
ＭＫ ＳＫ４ 弥生後期 円形 径１．５ ２，０７０ １ 木片・剥片
ＭＫ ＳＫ５ 弥生後期 長方形 ０．６×２．５ １，３５０ 骨片
ＭＫ ＳＫ６ 弥生後期 円形 径１．２ １，４３０ 砥石
ＭＫ ＳＫ９ 弥生後期 ＳＢ６が重複 １，３３０ 土製紡錘車
ＭＫ その他 ＳＫ １，５９０ 剥片
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地
点 区 遺構

番号 時期 遺構検出状況 出土土器 その他出土遺物平面形 範囲 規模（ｍ） 施設等 重量（ｇ）実測
ＭＫ 検出面他 １１，９３０ 小形打製石器・剥片・鉄片
ＹＣ ＳＢ１ 弥生中期 円形 ２／３ ４．３×ー 炉（中央）、ＳＺ３が重複 １，６４０ 剥片・扁平片刃・土製円板
ＹＣ ＳＢ２ 弥生中期 円形 １／２ ４．５ 炉（中央）、ＳＤ５が重複 ８４０ 剥片・砥石
ＹＣ ＳＢ３ 弥生中期 円形 全 ４．５ 炉（中央） ２，６８０ 剥片・土製円板
ＹＣ ＳＢ４ 弥生中期 円形 １／３ 炉（中央）、ＳＢ５に重複 ２，３５０ １ 剥片・土製円板
ＹＣ ＳＢ５ 弥生中期 円形 ２／３ ー×４．２ ＳＢ４が重複 ３，８８０ ２ 剥片・土製円板・ミガキ石

ＹＣ ＳＢ６ 弥生中期 円形 １／２ ５ 炉（中央） ５，０９３ ３ 刃器・石核・砥石・敲石・剥片・土
製円板・管玉

ＹＣ ＳＢ７ 弥生中期 円形 ２／３ ５．２ 炉（３箇所）、ＳＢ９・１０に重複 １４，２１０ ２ 扁平片刃・刃器・敲石・剥片・土製
円板

ＹＣ ＳＢ８ 弥生中期 円形？ 一部 ＳＢ１１が重複 １７，４３０ ９ 打製石器・石核・剥片
ＹＣ ＳＢ９ 弥生中期 方形 一部 ＳＢ７が重複 １，０６０ 剥片
ＹＣ ＳＢ１０ 弥生中期 一部 ＳＢ７が重複 １８０
ＹＣ ＳＢ１１ 弥生中期 円形？ 一部 ＳＢ８に重複 ６９０ ２ 剥片
ＹＣ 西 ＳＤ１ 平安 幅１．４ ６２０ １

ＹＣ ＳＤ５ 中世 幅３．４ Ⅲ ＳＤ１９・２５に連続？ ２１，３５０ ７ 扁平片刃・打製石器・砥石・石臼・
剥片・北宋銭ほか

ＹＣ ＳＤ６ 中世 幅２．２ ＳＤ５に接続 １，９４０ ３ 剥片・鉄片・種子
ＹＣ ＳＤ８ 中世 不整形 幅１．０ 窪みに近い ６０ 扁平片刃
ＹＣ ＳＤ１２ 弥生後期 ＳＤ１３の上層部分 ３８０ １
ＹＣ ＳＤ１３ 弥生後期 幅１．３ ８９０
ＹＣ ＳＤ１８ 中世 幅１．１ １，５００ １ 剥片・北宋銭
ＹＣ その他 ＳＤ １，３６０ 石包丁・不明磨製石器・剥片
ＹＣ 西 ＳＫ８ 弥生後期 円形 径０．５ １８０ １ 剥片
ＹＣ ＳＫ１６ 平安 不整形 ２５０ １
ＹＣ ＳＫ１８ 平安 不整形 １９０ １
ＹＣ ＳＫ１９ 平安 不整形 ５０ １
ＹＣ ＳＫ２２ 平安 円形 径２．０ ７６０
ＹＣ ＳＫ５０ 弥生後期 楕円形 ０．９×２．２ １，０１０
ＹＣ ＳＫ５８ 弥生後期 楕円形 １．２×１．８ ８８０ 剥片

ＹＣ その他 ＳＫ ５，４４０ 太型蛤刃・刃器・剥片・鉄片・木片・
種子

ＹＣ ＳＲ１ 弥生～ 蛇行 幅２５～３０ 河川跡（埋没河川） ５２，６９０ ２５ 太型蛤刃・小形片刃・石鏃・砥石・
石製鉢・土製円板・小玉ほか

ＹＣ 西 ＳＸ１ 弥生後期 ２．０内外 小礫・土器集中、周溝墓関連施設？ ７，２３０ ６
ＹＣ 西 ＳＺ１ 古墳前期 方形 幅０．６ 一辺５ｍ前後 ９，５００ ４ 剥片・土製円板
ＹＣ ＳＺ２ 古墳前期 方形 幅２．０ 一辺１０ｍ 前後 ８７０ 剥片
ＹＣ ＳＺ３ 弥生後期 円形 幅１．１ 径１０ｍ 前後 ２，７２０ ２ 剥片
ＹＣ ＳＺ４ 古墳中期？ 方形？ 幅２．０ １２，１００ ７ 扁平片刃・剥片・土製円板
ＹＣ 検出面他 ２０，３３０ １１ 敲石・剥片・キセル

（合計 ８４７，０３１ｇ ３４７個）
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図６　遺構分布図（１：６００）
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図７　遺構全体図・市道柳原東西線地点①（１：１５０）
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図８　遺構全体図・市道柳原東西線地点②（１：１５０）
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図９　遺構全体図・市道柳原東西線地点③（１：１５０）
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図１０　遺構全体図・柳原総合市民センター地点①（１：１５０）
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図１１　遺構全体図・柳原総合市民センター地点②（１：１５０）
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図１２　遺構実測図・ＫＹＭＯ－Ⅲ①（１：８０）
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図１３　遺構実測図・ＫＹＭＯ－Ⅲ②（１：８０）
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図１４　遺構実測図・ＫＹＭＯ－Ⅲ③（１：８０）
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図１５　遺構実測図・ＫＹＭＯ－Ⅲ④（１：８０）
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図１６　遺構実測図・ＫＹＭＯ－Ⅲ⑤（１：８０）
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図１７　遺構実測図・ＫＹＭＯ－Ⅲ⑥（１：８０）
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図１８　遺構実測図・ＫＹＭＯ－Ⅲ⑦（１：８０）
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図１９　遺構実測図・ＫＹＭＯ－Ⅲ⑧（１：８０）

-21932

-21928

-21924

-21920

73
71
8

73
72
8

KYMO-Ⅲ
C区 SK80

SK55

SD3

SD7

SZ1
（図33）

SK45

SD2

SK14

SK15

SK46

SK7

SK11
SK44

SD5

SK40 SK
38

SK47

SK37 SK8

SK2

SK13

SD8

SK43

SK84



��

図２０　遺構実測図・ＫＹＭＯ－Ⅲ⑨（１：８０）
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図２１　遺構実測図・ＫＹＮ－ＭＫ①（１：８０）
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図２２　遺構実測図・ＫＹＮ－ＭＫ②（１：８０）
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図２３　遺構実測図・ＫＹＭＯ－ＹＣ①（１：８０）
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図２４　遺構実測図・ＫＹＭＯ－ＹＣ②（１：８０）
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図２５　遺構実測図・ＫＹＭＯ－ＹＣ③（１：８０）
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図２６　遺構実測図・ＫＹＭＯ－ＹＣ④（１：８０）
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図２７　遺構実測図・ＫＹＭＯ－ＹＣ⑤（１：８０）
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図２８　ＫＹＭＯ－Ⅲ　ＳＢ４　実測図（１：８０）

0 2m ＳＢ４土器出土状況

図３０　ＫＹＭＯ－Ⅲ　ＳＢ８　実測図（１：８０）

0 2m

近世墓坑
SK156

図２９　ＫＹＭＯ－Ⅲ　ＳＢ３・５　実測図（１：８０）
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図３１　ＫＹＭＯ－Ⅲ　ＳＴ１　実測図（１：８０）
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図３２　ＫＹＭＯ－ＹＣ　ＳＸ１　実測図（１：２０）

0 0.5m

ＳＸ１（南西から）

土器出土状態（上面）

ＳＸ１（東から）

土器出土状態（下面）



図３３　ＫＹＭＯ－Ⅲ　ＳＺ１　実測図（１：１００）
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２ 黒色粘質土層 褐色土粒を含み、１層よりも粘質が強い
３ 黒色粘質土層 褐色土粒を少量含み、２層よりも明るい色調
４ 褐灰色粘質土層 褐色土粒多量に含み、３層より粘質が強い
５ 黒色粘質土層 褐色土粒を少量含む
６ 灰黄褐色粘質土層 黒褐色粘質土ブロック混入（後世掘り込み覆土）
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ＫＹＭＯ－Ⅲ　Ａ区　空撮

ＫＹＭＯ－Ⅲ　Ｂ・Ｃ区　空撮

市道柳原東西線地点（ＫＹＭＯ－Ⅲ）遺構写真①
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ＫＹＭＯ－Ⅲ　Ｃ区　空撮

ＫＹＭＯ－Ⅲ　Ｄ区　空撮

市道柳原東西線地点（ＫＹＭＯ－Ⅲ）遺構写真②
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ＫＹＭＯ－Ⅲ　Ｂ・Ｃ区周溝墓群（ＳＺ２～６）空撮

ＫＹＭＯ－Ⅲ　Ｄ区前方後方形周溝墓（ＳＺ１）空撮

市道柳原東西線地点（ＫＹＭＯ－Ⅲ）遺構写真③
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市道柳原東西線地点（ＫＹＭＯ－Ⅲ）遺構写真④

Ｄ区　ＳＢ１～５（東から）

Ｄ区　ＳＢ４

Ｃ区　ＳＢ７・８（下層）

Ｄ区　ＳＢ２カマド

Ｄ区　ＳＢ１～５（西から）

Ｄ区　ＳＢ３・５

Ｃ区　ＳＢ７・８（上層）

Ｄ区　ＳＢ２
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市道柳原東西線地点（ＫＹＭＯ－Ⅲ）遺構写真⑤

Ａ区　ＳＢ１１・１２

Ａ区　ＳＢ１２（下層）

ＫＹＭＯ－Ⅲ　Ｃ区　空撮

Ｂ区　ＳＢ９カマド

Ｂ区　ＳＢ１０

Ａ区　ＳＢ１２（上層）

Ａ区　ＳＴ１・ＳＤ２６

Ｂ区　ＳＢ９
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市道柳原東西線地点（ＫＹＭＯ－Ⅲ）遺構写真⑥

Ｂ区　ＳＺ２～６（北から）

Ｄ区　ＳＺ１（東から）

Ｃ区　ＳＺ１（西から）

Ｂ区　ＳＺ２～６（東から）

Ｂ区　ＳＺ２～６（南から）

Ｄ区　ＳＺ１（西から）

Ｃ区　全景（西から）

Ｂ区　ＳＺ２～６（西から）
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市道柳原東西線地点（ＫＹＭＯ－Ⅲ）遺構写真⑦

Ｃ区　ＳＫ８３（肥溜め桶）

Ｃ区　ＳＫ１１７・１５７（墓坑）

Ｃ区　近世墓坑内人骨（ＳＢ８）

Ｂ区　ＳＫ２４７（土器出土状況）

Ｃ区　ＳＫ７５～８４（肥溜め６連）

Ｃ区　ＳＫ１１７・１５７（墓坑）

Ｃ区　近世墓坑上面（ＳＢ８）

Ｂ区　ＳＫ２４７（土器出土状況）
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市道柳原東西線地点（ＫＹＮ－ＭＫ）中俣遺跡　遺構写真

ＳＢ１（遺物出土状況）

ＳＢ７・ＳＤ６

ＳＤ６（土層断面）

全景（下層・西から）

ＳＢ１

ＳＢ８～１０

ＳＢ８～１０・ＳＤ９

全景（上層・西から）
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柳原総合市民センター地点（ＫＹＭＯ－ＹＣ）遺構写真①

ＫＹＭＯ－ＹＣ　空撮
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柳原総合市民センター地点（ＫＹＭＯ－ＹＣ）遺構写真②

ＳＢ２

ＳＢ３（炉）

ＳＢ６

上層遺構検出状況（南東から）

ＳＢ１

ＳＢ３

ＳＢ４・５

上層遺構検出状況（北東から）
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柳原総合市民センター地点（ＫＹＭＯ－ＹＣ）遺構写真③

ＳＺ３・４

ＳＺ４　ＳＢ８・１１

ＳＤ５　ＳＢ４・５

ＳＢ８・１１

ＳＺ３

ＳＺ４

ＳＺ４　ＳＢ８・１１（土層断面）

ＳＢ７
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柳原総合市民センター地点（ＫＹＭＯ－ＹＣ）遺構写真④

遠景（北東から体育館をみる）

全景（東から）

全景（南西から）

遠景（南東から小学校をみる）

遠景（東から一元神社をみる）

全景（北から）

全景（南東から）

遠景（南から小学校をみる）
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柳原総合市民センター地点（ＫＹＭＯ－ＹＣ）遺構写真⑤

ＳＲ１（埋没河川、南西から）

ＳＸ１（南から）

西区　全景（西から）

ＳＲ１土層断面（南壁）

ＳＲ１（埋没河川、北西から）

ＳＸ１（西から）

西区　全景（北西から）

西区　全景（東から）
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Ⅴ　遺物

　調査において出土した遺物は、遺構・種別ごとに分類・整理し、その概要を一覧表として掲載した（表４）。

さらに、実測図及び写真を掲載した遺物について、その属性を観察表として掲載した（表５～８）。

　遺物実測図の縮尺は、土器１／４、石器１／３（石鏃のみ１／２）、土製品１／３、玉類１／２とした。また、土器実測図にお

いては、赤色塗彩及び黒色処理をスクリーントーンで表示し、須恵器については断面を黒、灰釉陶器については

断面を網で表示した。

　なお、本章の記述における地点及び遺構種別の略号は下記のとおりとし、遺構名は両者の組み合わせによって

記載した。（例：Ⅲ－ＳＢ１、ＹＣ－ＳＲ１）

［地点］水内坐一元神社遺跡－柳原東西線地点：ＫＹＭＯ－Ⅲ（略してⅢ）

水内坐一元神社遺跡－柳原総合市民センター地点：ＫＹＭＯ－ＹＣ（略してＹＣ）

中俣遺跡－柳原東西線地点：ＫＹＮ－ＭＫ（略してＭＫ）

［遺構］竪穴住居：ＳＢ    溝：ＳＤ    土坑（小穴も含む）：ＳＫ

埋没河川：ＳＲ    周溝墓：ＳＺ    性格不明：ＳＸ

１　土器

　調査全体で８４７㎏の出土量があり、その中から３４７個体を抽出して実測・図示した。抽出に当たっては、口縁・

径・底部などの部位で径が概ね１／２以上遺存することを基準とした。なお、土器観察表（表５・６）中の「遺存」

とは「部位」に対しての遺存割合であり、大略で１／１、２／３、１／２のいずれかに該当させている。

　実測図版は、柳原東西線地点（Ⅲ・ＭＫ）と柳原総合市民センター地点（ＹＣ）とで分離し、時期順・遺構毎

の配列となるように組版したものであるが、一部には齟齬が生じている。

【弥生時代中期】（図３４～３８・４６他）

　中期後半の土器群であり、いずれも栗林式に属す。出土個体の豊富なⅢ－ＳＢ４の例では、一括出土した壷を

施文のあり方から次の３類型に分類している。

Ⅰ（全部加飾）型：頚部から胴部までの全体が施文されるもので、次の２型に細分される。

懸垂文を有するⅠＡ型（１～３）　　多段横帯文を有するⅠＢ型（５・６）

Ⅱ（頚・胴部加飾）型：頸部と胴部に施文され、その間が無文となるもの（７・９）

Ⅲ（頚部加飾型）：頚部のみが施文されるもの（１０・１２～１４）

　各類型間での形態的な差異は顕著ではないが、ⅠＡ型に関しては、口縁の伸長と開きが大きく華美であること

から、用途として祭礼等の特別な場や特殊な内容物への対応を想定することができる。施文における懸垂文は他

の類型との差別化を図る上での特徴的な要素であり、その懸垂文が特別な用途を明示するための目印として機能

していたと考えるなら、他の類型における文様の多寡やパターンもまた、それぞれの用途を分別するうえでの目

印であったと理解することが可能である。これら壷に加飾される文様の多寡やパターンについては、土器編年の

中で「無文化＝新しい」というように、時間軸で単一系統的に理解しようとする傾向が強いように思われるが、

本例のように複数の文様パターンを同時に意図的に使い分けている現象については、別の視点からの理解と整理

をすすめる必要性が感じられる。
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【弥生時代後期～古墳時代前期】（図３９～４１・４６・４７他）

　後期中葉から後半、それに連続した古墳時代初頭にまたがる土器群で、箱清水式がその主体となっている。Ｍ

Ｋ－ＳＢ１からは蓋５個体（６０～６４）が集中出土しており、頂部の穿孔や赤色塗彩においていくつかの変異が示

される一括資料といえる。ＹＣ－ＳＸ１出土土器（２８４～２８８）も一括資料としては良好であり、大小の透かしを

交互に開けた高杯・脚部（２８７）が特殊である。赤彩されていない壷（２８４）は口縁部端部の形態から北陸系と判

断される。同じく北陸系の土器としては、高杯（９１）、甕（１３４）、小形丸底鉢（１４０）などが散見される。また、

前方後方形周溝墓のⅢ－ＳＺ１溝底からほぼ完形で出土した壷（１１３）は、頚部に櫛描文を配していることから

箱清水式の系譜上に置くことも可能であるが、形態的には異質であり外来系と判断され、類例は少ないものの古

墳時代初頭の所産と考えられる。

【古墳時代中期～後期】（図４１～４３・４７・４８他）

　一連の竪穴住居（Ⅲ－ＳＢ２・７～１０）からの出土土器は、古墳後期も終末に近い段階の所産と判断される。

これにさかのぼる古墳中期までの土器は、Ⅲ－ＳＺ１・ＳＲ１、ＹＣ－ＳＺ４・ＳＲ１等から散発的ながらも出

土している。多くの共伴関係は不明瞭であるが、Ⅲ－ＳＺ１出土の杯（１１４～１１８）は、口縁を内傾した特徴的な

形態を共有する点から一括資料として把握することができる。精緻な調整のあり方から、古墳時代中期の所産と

判断したが、当該地域においてはあまり例を見ない形態であり、出自と年代に関しての再検討が必要である。

【奈良・平安時代】（図４４・４５・４８）

　杯類を中心に各時期の土師器・須恵器・灰釉陶器が土坑等から出土している。まとまった資料として、Ⅲ－Ｓ

Ｋ５７出土の奈良時代須恵器杯（１８３～１８７）、Ⅲ－ＳＫ５５出土の平安時代土師器杯・灰釉椀（１７２～１８２）等があるが、

多くは散発的な出土資料となっている。

【中世・近世】（図４５・４８）

　中世から近世にかけての所産のカワラケ・内耳土器・陶磁器類が土坑等から散発的に出土している。注目すべ

き資料としては、古瀬戸後期様式の香炉（２５６）や、瓦器香炉（３４８）がある。

２　石器

【太型蛤刃石斧】（図４９－１～５）　いずれも閃緑岩等の火成岩を用いる。３は折損面を研磨し、石槌に転用した

例である。４は敲打調整痕がそのまま残されることから、未成品の可能性がある。

【扁平片刃石斧】（図４９－６～１６）　完形品（６・７）以外は、いずれも製作途上の未成品である可能性が高く、

集落内での製作・加工のあり方を示す良好な資料として位置づけられる。石材としては、頁岩等の堆積岩を用い

た一般的な製品の他に、閃緑岩等の火成岩を用いた製品（８・１１・１２）が存在していることも注意される。

【小形片刃石器】（図４９－１７～１９）　扁平片刃の形状をなしているが、刃部の幅が２㎝内外と極小である製品を「小

形片刃石器」と仮称した。いずれも未成品の可能性があり、鑿刃的な機能を想定するべきか。

【石剣】（図５０－２０）　厚みを有した刃部に近接して穿孔があり、石剣等の破片である可能性を想定した。

【石包丁】（図５０－２１～２３）　２３は２孔を設けようとする中で、１孔が未穿孔となっているように観察される。

【磨製石鏃】【打製石鏃】（図５０－２４～３４）　有孔の磨製石鏃破片（２４）は弥生後期の所産。打製石鏃（２５～３４）は

弥生中期の所産でいずれも有茎であり、茎部または先端部を欠損した例が多い。

【刃器】（図５０－３５～３９、写真１～５）　大形剥片の縁辺をそのまま刃部としている一群をここに含めた。刃部に

は、使用に伴って生じた剥離や擦痕・光沢面が形成されている例が認められる。
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表４ 遺物一覧表
地
点 区 遺構

番号 時期 土器 石器
（
剥
片
）

石製品 土製品 玉類 金属製品 その他重量（ｇ） 実測
Ⅲ Ｄ ＳＢ１ 平安 １，３１０ ２ １

Ⅲ Ｄ ＳＢ２ 古墳後期 １６，０９０ １ 太型蛤刃・小形片
刃・打製石鏃 １８ 砥石 管玉２ （鉄片）

Ⅲ Ｄ ＳＢ３ 弥生中期 ７，５２０ １［不明磨製］ １７ 砥石・［敲石］ 円板３
Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 弥生中期 ３９，４３５ ２６ ９［ミガキ石］・（台石）円板
Ⅲ Ｄ ＳＢ５ 弥生中期 １，４３０ ［不明磨製］ ３ 円板１ （銅片）
Ⅲ Ｄ ＳＢ６ 弥生中期 １，１８０ １
Ⅲ Ｃ ＳＢ７ 古墳後期 ８，６６５ ４ ４
Ⅲ Ｃ ＳＢ８ 古墳後期 ５，９５０ １ ５
Ⅲ Ｂ ＳＢ９ 古墳後期 ４，６２７ １ ２ 砥石 （貝殻）
Ⅲ Ｂ ＳＢ１０ 古墳後期 ３，５９０ ５ １
Ⅲ Ａ ＳＢ１１ 弥生後期 ４，５８０

Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 弥生後期 ２５，０２０ １２ ６［ミガキ石］・（敲石）ミニチュ
ア 小玉 （炭化物）

Ⅲ Ｄ ＳＤ２ 平安 １，３９０ １ ３ 砥石 （鉄片） （種子・炭化物）
Ⅲ Ｄ ＳＤ３ 弥生中期 ６，１８０ ３ ９
Ⅲ Ｄ ＳＤ６ 近世 ２，８３０ ６ 砥石 （鉄片） （貝殻）
Ⅲ Ｄ ＳＤ７ 弥生後期 ８，３１５ ２ １２ 円板

Ⅲ Ｄ ＳＤ８ 古墳後期 ９，５００ ３［ミガキ石２］・（敲
石） （銅片）

Ⅲ Ｃ ＳＤ１０ 近世 ２，２２０ ４ 砥石
Ⅲ Ｃ ＳＤ１１ 近世 ２，４５０ ４ ［寛永通宝］ （種子）
Ⅲ Ｃ ＳＤ１３ 弥生後期 ２，３１０
Ⅲ Ｃ ＳＤ１６ 平安 ３９０
Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 中世 １６，６９０ ５ 扁平片刃・［刃器］ ３０ 砥石・（石臼・硯） （鉄片） （種子９）
Ⅲ Ａ ＳＤ２５ 中世 ３，１４０ １ 不明磨製 ２（石臼） （種子２・炭化物）
Ⅲ Ａ～Ｄ 他 ＳＤ ６，５７０ 打製石鏃 ６ 硯・石臼 ［北宋銭］・（鉄片）
Ⅲ Ｄ ＳＫ７ 平安 １，８８０ １ ８
Ⅲ Ｄ ＳＫ１５ 平安 ７７０ １
Ⅲ Ｄ ＳＫ１６ 平安 １，１１０ １ １ 砥石 （鉄片）
Ⅲ Ｄ ＳＫ１７ 平安 １，０７０ （木片）
Ⅲ Ｄ ＳＫ３１ 近世 ６１０ １ ２
Ⅲ Ｄ ＳＫ３４ 近世 １，１１０ ３ ８ ［キセル］・（鉄片）（木片）

Ⅲ Ｄ ＳＫ３７ 中世 １，７６０ ２ １２
砥石・［敲石３・ミ
ガ キ 石 ］・（ 石 臼・
凹石）

（鉄片） （漆器片）

Ⅲ Ｄ ＳＫ５１ 平安 ４５０ １
Ⅲ Ｄ ＳＫ５２ 近世 ６０ １
Ⅲ Ｄ ＳＫ５５ 平安 ６，４３０ １１ ７ 砥石２・（敲石） 板状
Ⅲ Ｄ ＳＫ５７ 奈良 ５，４４０ ９ １ 管玉
Ⅲ Ｄ ＳＫ６１ 平安 ２，１１０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ７５ 近世 ２２０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ７６ 近世 ４３０ １ １ 砥石 （木片）
Ⅲ Ｃ ＳＫ８０ 近世 １１０ ［寛永通宝］

Ⅲ Ｃ ＳＫ８１ 近世 ９０ ［石核］ ２ ［寛永通宝］・（銅
片） （種子・木片）

Ⅲ Ｃ ＳＫ８２ 近世 ４８０ ［寛永通宝］
Ⅲ Ｃ ＳＫ８３ 近世 １７０ （鉄片） （炭化物）
Ⅲ Ｃ ＳＫ８４ 近世 １，４４０ ４ 打製石鏃 １
Ⅲ Ｃ ＳＫ８６ 平安 ４６０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ８８ 近世 ７８０ １ （種子）
Ⅲ Ｃ ＳＫ８９ 奈良 ４４０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ９３ 平安 ９４０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１０３ 平安 ６１０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１０４ 平安 １，１００ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１１２ 平安 ４３０ １ （種子）
Ⅲ Ｃ ＳＫ１１３ 平安 ４７０ ２
Ⅲ Ｃ ＳＫ１１７ 平安 ３６５ ４ （人骨）
Ⅲ Ｃ ＳＫ１１９ 古墳後期 １，５００ ２ １ （種子）
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２２ 中世 １，２７０ ２
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２３ 平安 ５００ （種子）
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２４ 平安 １，３００ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２５ 中世 ２６０ （漆器）
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２７ 弥生後期 ３，６６０ １ ３
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２８ 平安 ３７０ １ 砥石
Ⅲ Ｃ ＳＫ１２９ 平安 ４８０
Ⅲ Ｃ ＳＫ１３２ 平安 １，３４０
Ⅲ Ｃ ＳＫ１３４ 平安 １３０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１３５ 平安 ３７０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１４６ 中世 ２８０ １（石鉢）
Ⅲ Ｃ ＳＫ１４７ 弥生中期 ６７０ １
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地
点 区 遺構

番号 時期 土器 石器
（
剥
片
）

石製品 土製品 玉類 金属製品 その他重量（ｇ） 実測
Ⅲ Ｃ ＳＫ１５１ 中世 ３２０ １ （曲げ物）
Ⅲ Ｃ ＳＫ１５６ 中世 ３，７００ ［不明磨製］ １２ （鉄片） （漆器片・木片）
Ⅲ Ｃ ＳＫ１６１ 中世 ２１０ １ ３
Ⅲ Ｃ ＳＫ１７７ 古墳後期 １，１３０ １ ２ 砥石
Ⅲ Ｃ ＳＫ１８３ 平安 ８１０
Ⅲ Ｃ ＳＫ１８４ 平安 ２３０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ１９０ 平安 ５６０ １
Ⅲ Ｃ ＳＫ２０２ 古墳後期 ５７０ １ ３
Ⅲ Ｃ ＳＫ２０８ 古墳後期 １，６５０ ４
Ⅲ Ｃ ＳＫ２１４ 平安 ８０ １
Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 弥生中期 １２，４５０ ９ ４
Ⅲ Ｂ ＳＫ２２６ 弥生中期 １，４２０ ２
Ⅲ Ｂ ＳＫ２２７ 弥生 ２００ １
Ⅲ Ｂ ＳＫ２２８ 平安 ４２０ （鉄片）
Ⅲ Ｂ ＳＫ２３３ 平安 ９１０ １ （獣歯）
Ⅲ Ｂ ＳＫ２３４ 中世 ３，６４０ ２
Ⅲ Ｂ ＳＫ２３６ 近世 ５５０ ２ （凹石） （木製円板）
Ⅲ Ｂ ＳＫ２４７ 弥生中期 ４，８１０ １
Ⅲ Ｂ ＳＫ３０５ 中世 ４２０ １
Ⅲ Ｂ ＳＫ３２０ 平安 １，３００
Ⅲ Ｂ ＳＫ３２１ 弥生中期 ２６０ １ １
Ⅲ Ｂ ＳＫ３２６ 平安 ７５０
Ⅲ Ｂ ＳＫ３３８ 弥生中期 ８７０ １
Ⅲ Ａ ＳＫ３７８ 弥生後期 １，２４０ １ 円板
Ⅲ Ａ ＳＫ３７９ 弥生後期 ６，０００ ４
Ⅲ Ａ ＳＫ３８６ 弥生中期 ８００ ２ ２

Ⅲ Ａ～Ｄ その他 ＳＫ ４１，５２９ 太型蛤刃・扁平片
刃・打製石鏃２

砥石２・［ミガキ石
２・敲石］・（石臼５・
凹石）

管玉 ［カンザシ］・（キ
セル・鉄片）

（人歯・獣歯・骨片・
漆器・種子・炭化
物・木片）

Ⅲ Ａ ＳＲ１ 弥生～ １７，９３０ ６ ６ 砥石・［ミガキ石］・
（石鉢）

Ⅲ Ａ ＳＴ１ 奈良 １，６８０ １ （柱根７）

Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 古墳前期 ７２，１７０ ３１ 石包丁・小形片刃・
打製石鏃・刃器 ７２

紡 錘 車
１・円板
２

管 玉 ２・
小玉１ （鉄片） （骨片・炭化物）

Ⅲ Ｃ ＳＺ２ 弥生後期 １，５８０ ２
Ⅲ Ｃ ＳＺ３ 弥生後期 ３，１８０ ２ ３
Ⅲ Ｂ ＳＺ４ 弥生後期 １，９３０
Ⅲ Ｂ ＳＺ５ 弥生後期 ７，７４０ ２ ２
Ⅲ Ｂ ＳＺ６ 弥生後期 ６，４９０ １
Ⅲ Ｂ ＳＺ７ 弥生後期 １３０
Ⅲ Ａ 検出面他 １２，６４０ ６ 刃器 ８ ［一銭貨・銅銭］ （種子）

Ⅲ Ｂ 検出面他 ３４，１４２ ８ 石 剣？・ 打 製 石 鏃
２ ２０（石臼） （馬歯・炭化物）

Ⅲ Ｃ 検出面他 ３２，８２０ ７ ４４ 砥石２・（石鉢） ［北宋銭・寛永通
宝］・（鉄片） （鹿角）

Ⅲ Ｄ 検出面他 ３９，７１０ １０ 石包丁 砥石３・［ミガキ石
４・敲石］ 円板

［北宋銭・寛永通
宝２・キセル］・（鉄
片・銅片）

（骨片・炭化物）

ＭＫ ＳＢ１ 弥生後期 ６，６２０ ７ ２［敲石］・（敲石） 紡錘車
ＭＫ ＳＢ２ ５５０
ＭＫ ＳＢ３ 弥生後期 ６，１４０ ３［刃器］ １
ＭＫ ＳＢ４ 弥生後期 ２１，５９０ ６ ２［敲石］
ＭＫ ＳＢ５ 弥生後期 ６，９６０ １ ２
ＭＫ ＳＢ６ 弥生後期 ６，８９０ １ 磨製石鏃 ５（石核） 紡錘車
ＭＫ ＳＢ７ 古墳前期 ８１０ １
ＭＫ ＳＢ８ 弥生後期 １１，３６０ ４ 扁平片刃 ５［ミガキ石］ 管玉
ＭＫ ＳＢ９ 弥生後期 ４，２３０ ４ １
ＭＫ ＳＢ１０ 弥生後期 ３，２５０ ２
ＭＫ ＳＤ１ 奈良～ ２，１２０ １
ＭＫ ＳＤ２ 奈良～ １，５７０ ［刃器］ １（敲石）
ＭＫ ＳＤ３ 奈良～ ４８０
ＭＫ ＳＤ５ 奈良～ ４７０ １
ＭＫ ＳＤ６ 奈良～ ３５０ １
ＭＫ ＳＤ７ 古墳前期 ６，６００ ２
ＭＫ その他 ＳＤ １，４８０ １
ＭＫ ＳＫ１ 弥生後期 ４，０５０
ＭＫ ＳＫ２ 弥生後期 ５，６４０ １ ３ 円板
ＭＫ ＳＫ４ 弥生後期 ２，０７０ １ ３ （炭化物）
ＭＫ ＳＫ５ 弥生後期 １，３５０ （骨片）
ＭＫ ＳＫ６ 弥生後期 １，４３０ 砥石
ＭＫ ＳＫ９ 弥生後期 １，３３０ 紡錘車
ＭＫ その他 ＳＫ １，５９０ １
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地
点 区 遺構

番号 時期 土器 石器
（
剥
片
）

石製品 土製品 玉類 金属製品 その他重量（ｇ） 実測
ＭＫ 検出面他 １１，９３０ 小形打製 ９ （鉄片）
ＹＣ ＳＢ１ 弥生中期 １，６４０ 扁平片刃 ５ 円板
ＹＣ ＳＢ２ 弥生中期 ８４０ １ 砥石
ＹＣ ＳＢ３ 弥生中期 ２，６８０ ２ 円板３
ＹＣ ＳＢ４ 弥生中期 ２，３５０ １ ７ 円板
ＹＣ ＳＢ５ 弥生中期 ３，８８０ ２ ４［ミガキ石］ 円板
ＹＣ ＳＢ６ 弥生中期 ５，０９３ ３ 刃器・［刃器・石核］ ７ 砥石２・（敲石） 円板３ 管玉
ＹＣ ＳＢ７ 弥生中期 １４，２１０ ２ 扁平片刃３・刃器 １８［敲石］ 円板２
ＹＣ ＳＢ８ 弥生中期 １７，４３０ ９ 打製石器・石核 ４２
ＹＣ ＳＢ９ 弥生中期 １，０６０ １
ＹＣ ＳＢ１０ 弥生中期 １８０
ＹＣ ＳＢ１１ 弥生中期 ６９０ ２ ６
ＹＣ 西 ＳＤ１ 平安 ６２０ １

ＹＣ ＳＤ５ 中世 ２１，３５０ ７ 扁平片刃２・［打製
石器］ １３ 砥石・（石臼２） ［北宋銭］ （種子・炭化物・

木片）
ＹＣ ＳＤ６ 中世 １，９４０ ３ １ （鉄片） （種子）
ＹＣ ＳＤ８ 中世 ６０ 扁平片刃
ＹＣ ＳＤ１２ 弥生後期 ３８０ １
ＹＣ ＳＤ１３ 弥生後期 ８９０
ＹＣ ＳＤ１８ 中世 １，５００ １ ５ ［北宋銭］
ＹＣ その他 ＳＤ １，３６０ 石包丁・［不明磨製］ １
ＹＣ 西 ＳＫ８ 弥生後期 １８０ １ １
ＹＣ ＳＫ１６ 平安 ２５０ １
ＹＣ ＳＫ１８ 平安 １９０ １
ＹＣ ＳＫ１９ 平安 ５０ １
ＹＣ ＳＫ２２ 平安 ７６０
ＹＣ ＳＫ５０ 弥生後期 １，０１０
ＹＣ ＳＫ５８ 弥生後期 ８８０ ３
ＹＣ その他 ＳＫ ５，４４０ 太型蛤刃・［刃器］ ９ （鉄片） （種子・炭化物）

ＹＣ ＳＲ１ 弥生～ ５２，６９０ ２５
太型蛤刃２・小形
片 刃・ 打 製 石 鏃・
刃器・［不明磨製］

２２ 砥石・（石鉢） 円板２ 小玉

ＹＣ 西 ＳＸ１ 弥生後期 ７，２３０ ６
ＹＣ 西 ＳＺ１ 古墳前期 ９，５００ ４ ２ 円板２
ＹＣ ＳＺ２ 古墳前期 ８７０ ４
ＹＣ ＳＺ３ 弥生後期 ２，７２０ ２ ３
ＹＣ ＳＺ４ 古墳中期？ １２，１００ ７ 扁平片刃 ４ 円板
ＹＣ 検出面他 ２０，３３０ １１ １４［敲石］ ［キセル］

計 ８４７，０３１ ３４７ ６０８
［ ］：写真のみ掲載遺物
（ ）：未掲載遺物
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図３４　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ①（１：４）
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図３５　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ②（１：４）
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図３６　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ③（１：４）
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図３７　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ④（１：４）

27
28

29 30

31

32

33

34

36

35

37

0 10cm

Ⅲ-SK225（27～35）

Ⅲ-SD3（36） Ⅲ-SD25（37）



��

38

39

40

41

42

44
45

43

0 10cm

Ⅲ-SK57（38） Ⅲ-SK147（39） Ⅲ-SK226（40・41）

Ⅲ-SK247（42） Ⅲ-SK338（43）

Ⅲ-SK386（44・45）

図３８　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ⑤（１：４）
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図３９　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ⑥（１：４）
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図４０　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ⑦（１：４）
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図４１　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ⑧（１：４）
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図４２　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ⑨（１：４）
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図４３　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ⑩（１：４）
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図４４　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ⑪（１：４）
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図４５　土器実測図　ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ⑫（１：４）
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図４６　土器実測図　ＫＹＭＯ－ＹＣ①（１：４）
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図４７　土器実測図　ＫＹＭＯ－ＹＣ②（１：４）
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図４８　土器実測図　ＫＹＭＯ－ＹＣ③（１：４）
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ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ　土器写真①
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ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ　土器写真②
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